
 

                

 

 

 

 

 

 

 令和 5年度 長浜小学校便り ６月号  文責：大達高弘 

 

 

 

       

 

 

              

 

 

 

 

上の２枚の写真は、６月６日・７日にあったプール掃除の様子で

す。全校が楽しみにしている水泳学習に向けて、５・６年生がきれ

いに掃除をしてくれました。５年生はプールサイドの草取り、石拾

い、掃き掃除をし、裸足で歩いても大丈夫な状態にしてくれました。

６年生はびしょ濡れになりながら、デッキブラシやたわしを使っ

てプールの底や壁面についているコケを落としてくれました。10

ヶ月近く放置してありましたので、プールの中も外もびっくりす

るような状態になっています。それを、毎年、５・６年生が全校を

代表して掃除してくれるから、きれいなプールで水泳学習をする

ことができるのです。小学校では、こういう大変な作業を５・６年

生が担当するというのはよくあることですが、ほんとに有難いこ

とです。汗をかき、体操服を汚したり濡らしたりしながら、一生懸

命にプール掃除をしてくれた５・６年生には頭が下がりました。 

そんな５・６年生に対して、下級生から思いがけないプレゼント

が届きました。 

 

                     

  

 

 

 

 

 暑い中、全校のために一生懸命に頑張って掃除をしてくれた５・

６年生に対して、下級生が「ありがとう」の気持ちを込めてメッセ

ージを送ってくれたのです。 

 保護者の皆様、地域の皆様、どう思われますか。こういうやりと

り、つながりって素敵だと思われませんか。私は、下級生からのこ

のプレゼントを目にした時、なんて素敵な学校なんだろうと思い

ました。自分たちの役割として当たり前のこととしてプール掃除

をしてくれた５・６年生も立派だし、その５・６年生に対して感謝

の気持ちをもち、それを伝えてくれた下級生も素敵です。プール掃

除という活動を通して、子どもたち同士の気持ちがつながったよ

うに思い、「温かさ」を感じました。 

 私は、学校生活には【あ・い】が必要だと考えています。下級生

は上級生にあこがれ、上級生は下級生をいたわる、【あ・い】です。

それがある学校は温かく、間違いなく素敵な学校です。私は、そん

な【あ・い】溢れる学校をつくりたいと思っています。今回のプー

ル掃除という活動の中で生まれた温かいつながりを、決して当た

り前のことと思わず、こういうつながりを大切にすることができ

る長浜小学校でありたいと考えます。 

 保護者の皆様、地域の皆様、【あ・い】溢れる学校づくりのため

のお力添えを、これからもよろしくお願いいたします。 

６月１５日（木）、全校朝礼がありました。陸上大会の表彰の

後、話をする時間をいただいたので、「教室はまちがうところだ」

という詩を紹介しました。 

私は学校で勉強することは楽しいことだと思っています。勉強

すれば知らなかったことを知ることができます。できなかったこ

とができるようになります。そんな風に考えると、勉強すること

は楽しくて、幸せなことです。そして、学校は、その勉強を友達

と一緒に出来る素敵な場所だと考えています。 

ところが、「まちがえたらいやだ」「失敗したらどうしよう」「こ

んなこと言ったら笑われるんじゃないか」、そんな気持ちが勉強

の邪魔をします。初めから何でもわかっている人、何でもできる

人なんていません。勉強する時に間違えるのは当たり前のことな

のです。教室にいる一人一人が本気で考えて、自分の考えを思い

きって口に出すことが大切です。大事なことは、聞いている仲間

が、誰かが間違えても笑ったり、ばかにしたりすることなく、温

かく受け止め合うことです。そうすれば安心して発言できます。

安心して間違えられます。そして、どこが間違っているのか、ど

うして間違えたのかをみんなで考え、正しい答えを見つけ出して

いく、これが本当の勉強だと思うのです。そうして得た力は、一

人一人の、そして学級全体の本物の力になります。 

間違いは学級の宝です。そんな学級、学校を目指していこうと

子どもたちに話しました。 

     

教室はまちがうところだ 

「教室はまちがうところだ  
みんなどしどし手をあげて 

     まちがった意見を言おうじゃないか 

     まちがった答えを言おうじゃないか 

     まちがうことをおそれちゃいけない 

     まちがったものをわらっちゃいけない 

     まちがった意見を   

まちがった答えを 

     ああじゃないか こうじゃないかと 

     みんなで出しあい 言いあうなかでだ 

     ほんとのものを見つけていくのだ 

     そうしてみんなで伸びていくのだ」 

 

   「神様でさえまちがう世の中 

     ましてこれから人間になろうとしている 

     ぼくらがまちがったってなにがおかしい 

     あたりまえじゃないか」 

 

   「まちがいだらけのぼくらの教室 

     おそれちゃいけない わらっちゃいけない 

安心して手をあげろ   

安心してまちがえや 

     まちがったって わらったり 

     ばかにしたり おこったり 

     そんなものはおりゃあせん 

     まちがったって だれかがよ 

なおしてくれるし 教えてくれる 

困ったときには先生が 

ない知恵しぼって 教えるぞ 

そんな教室作ろうやあ」 

     

出典：教室はまちがうところだ 作者：蒔田晋治 出版社：子どもの未来社 

 

 



 
５月２５日（木）、気持ちのいい青空のもと、第１８回浜田市

小学校陸上競技大会が開催されました。大会では、歯を食いしば

り全力で競技に向かう姿、テントから大声で仲間を応援する姿、

終了時にグラウンドのブラシ掛けやごみ拾いを率先して行う姿

など、長浜っ子のキラキラ輝く素敵な姿がたくさん見られました。

また、大会では児童役員の仕事を担当した子どももいて、しっか

りとその責任を果たしてくれました。 

選手として児童役員として、一生懸命に頑張ってくれた長浜っ

子を誇りに思います。素晴らしい陸上競技大会でした。 

 

★陸上競技大会入賞者★ 

○小全女ジャベリックボール  金森 華（１位） ３７ｍ１４ 

○５年男子１０００ｍ  佐々木 友陽（１位） ３分３１秒３５ 

○５年男子学校代表４×１００ｍリレー   ６１秒９０ 

    増和結生・佐々木友陽・杉原瑠海・金森龍成（１位） 

○５年女子８００ｍ 牧野 優衣（２位）  ２分５９秒７３ 

○小全女走幅跳   下間 心陽（２位）  ３ｍ４２ 

○６年女子学校代表４×１００ｍリレー   ６１秒５５ 

    正連山香央・金森 華・土田望華・下間心陽（２位） 

○５年女子学校代表４×１００ｍリレー   ６５秒７３ 

   森岡咲結・森下紗弥香・和田桃花・竹野心來（３位） 

○小全男８０MH  串崎 大和（４位）  １７秒０８ 

○小全男走高跳    岩下 一稀（４位）  １ｍ１０ 

○小全女走高跳   竹野 心來（４位）  １ｍ１０ 

○小全男８０MH  大屋 遙真（５位）  １７秒１３ 

○小全女８０MH  正連山 香央（５位） １７秒６１ 

○５年女子８００ｍ 森下 紗弥香（５位） ３分０４秒２８ 

○５年女子１００ｍ 森岡 咲結（６位）  １６秒５７ 

○小全女走幅跳   黒見 未織（６位）  ３ｍ２１ 

 

 

修学旅行に行きました！！（６年生） 
 

 

 

 

 

    

                                  

 

 

 

 

 

 ６月１日（木）・２日（金）で修学旅行に出かけました。広島の

平和記念公園・平和記念資料館での平和学習、宮島での班別行動、

JFEスチールでの工場見学、そしてみろくの里でのお楽しみと、盛

り沢山の２日間でした。それぞれの見学場所で学ぶことは違いま

したが、どの場所においても「長浜小学校の児童」であることを意

識した立派な態度でした。特に、「時間を守る」ということを全員

が強く意識し、自分達の手で素敵な修学旅行をつくり上げました。 

修学旅行はただ楽しむだけではなく、旅行の事前学習・準備から

事後のまとめ・振り返りまでを通して、何を学ぶか、どんな力を身

につけるのかが重要です。今回の旅行を通しての学びや成果を、今

後の学校生活に生かし、長浜小学校の最高学年としてますます活

躍してくれることと思います。 

海上保安庁見学（５年生） 
 ６月８日（木）、５年生が海上保安庁見学に出かけました。海上

保安庁の建物は校区内にあり、しかも学校の目の前の商港内には

巡視船が停留していますので、長浜小学校としてこの素晴らしい

環境を、学びの場として活用しないわけにはいきません。今年も５

年生が見学に行かせていただきました。現地では、職員の方々から

海上保安庁の役割や仕事についてお話を聞いたり、巡視船の中を

見学させていただいたりしました。 

 校外学習では、学校を飛び出し、現地に行き、実際にその場の空

気を感じます。そして、自分の五感を働かせ、【ひと・もの・こと】

に関わりながら実際に体験します。この実体験が、子どもたちの感

性を磨き、知識だけではなく、様々な発見や気づきをもたらしてく

れます。どんな小さなことでも、実際に体験してみるのとしてみな

いのとでは、大きく違います。自分で体験したからこそわかるこ

と・知ることがたくさんあると思うのです。 

 この日、見学を終えて学校に帰ってきた５年生の表情は、ほんと

に満足感にいっぱいで輝いていました。きっと、教室ではできない

たくさんの「豊かな学び」をした証拠だと思います。貴重な体験を

させてくださった海上保安庁の皆様に心よりお礼申しあげます。 

 

 

 

 

 

 

 

～見学後の児童の感想より（一部抜粋）～ 

  海上保安庁の船には、船がゆれる時にあぶないから、たくさん 

の所にすべり止めがあることを知って、海上保安庁の人は頭がよ 

くてあこがれました。海上保安庁の人はいろいろな分担に分かれ 

ていて、私も海上保安庁の人になってみたいなあと思いました。 

 

  ぼくは、海上保安庁は、海の安全だけを守っていると思ってい 

ました。でも、見学をさせていただいて、海上保安庁は海の安全 

だけではなく、海の知識や海の交通安全などもしていてすごいと 

思いました。見学をして思ったことは、海上保安庁さんがいるの 

で、海は安全なんだと思いました。 

 

７月の主な行事 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3日（月）委員会活動 

4日（火）八朔花祭り学習（３年） 

５日（水）海岸清掃（４年） SC来校日   

６日（木）参観日：校外班会 救急法講習会 

７日（金）小学校科学教室（４年） 

8日（土）1年親子活動 

9日（日）5年親子活動 

１１日（火）西部ブロック合同学習（たんぽぽ・ひまわり・すずらん） 

     お話プレゼント 

１２日（水）クラブ活動 

２０日（木）１学期終業式  

２１日（金）夏季休業開始 

２４日（月）～２７日（木） 個人懇談     

 

★あくまでも予定ですので、変更になることもあります。 


